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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式
信 託 期 間 2020年12月15日～2025年12月１日
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

当 フ ァ ン ド

イ．ケイマン籍の外国投資信託
「グローバル・キャピタル・
アロケーターズ・ファンド
（ヘッジなし・クラス）」の
受益証券（円建）
ロ．ダイワ・マネーアセット・
マザーファンドの受益証券

ダイワ・マネー
ア セ ッ ト ・
マザーファンド

円建ての債券

組 入 制 限

当ファンドの投資信託証券
組 入 上 限 比 率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純資産総額の
10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、基
準価額の水準等を勘案して分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

世界Ｍ＆Ａ戦略株ファンド
（愛称：目利き力）

運用報告書（全体版）
第２期

（決算日　2021年12月１日）
（作成対象期間　2021年６月２日～2021年12月１日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、日本を含む世界のＭ＆Ａ関
連企業の株式等に投資し、信託財産の成長を
めざしております。当作成期につきましても
それに沿った運用を行ないました。ここに、
運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 MSCI AC World指数

（配当込み、円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

１期末(2021年６月１日) 11,036 750 17.9 11,995 20.0 － 97.7 12,694
２期末(2021年12月１日) 10,502 450 △ 0.8 12,793 6.7 － 95.7 10,794
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）MSCI AC World 指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．の承諾を得て、MSCI AC World指数（配当込み、米ドルベース）をも

とに円換算し、当ファンド設定日を10,000として大和アセットマネジメントが計算したものです。MSCI AC World指数（配当込み、米ドル
ベース）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が開発した株価指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に帰属し
ます。またＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注５）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注６）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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運用経過

基準価額等の推移について

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあり
ます）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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■基準価額・騰落率
期　首：11,036円
期　末：10,502円（分配金450円）
騰落率：△0.8％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　保有銘柄の株価が下落したことから、基準価額は小幅に下落しました。くわしくは「投資環境につい
て」をご参照ください。
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年 月 日
基 準 価 額 MSCI  AC Wor ld指数

（配当込み、円換算） 公 社 債
組 入 比 率

投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2021年６月１日 11,036 － 11,995 － － 97.7

６月末 11,287 2.3 12,315 2.7 － 98.0
７月末 11,252 2.0 12,345 2.9 － 98.3
８月末 11,219 1.7 12,602 5.1 － 99.1
９月末 10,988 △0.4 12,395 3.3 － 99.0
10月末 11,687 5.9 13,181 9.9 － 98.5
11月末 11,121 0.8 13,055 8.8 － 91.8

（期末）2021年12月１日 10,952 △0.8 12,793 6.7 － 95.7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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投資環境について (2021.６.２～2021.12.１)

■グローバル株式市況
グローバル株式市況は上昇しました。
　グローバル株式市況は、当作成期首より、経済活動正常化期待の高まりやバイデン米国大統領のイン
フラ（社会基盤）投資計画の進展などが好感され、2021年９月上旬にかけて上昇しました。10月上旬
にかけては、中国の大手不動産会社の資金繰り問題や米国の債務上限問題、米国金利上昇に対する警戒
感など複数のリスク要因が嫌気され、下落しました。その後は、同不動産会社が米ドル建社債の利払い
を行ったことや欧米の企業決算が総じて順調であったことなどを受けて上昇に転じましたが、11月下
旬に南アフリカで発見された新型コロナウイルスの新たな変異株に対する警戒が広がり、下落しました。
■為替相場
米ドルは対円で上昇（円安）しました。
　米ドル円為替相場は、当作成期首より2021年９月中旬にかけてボックス圏で推移しました。11月中
旬にかけては、中国の大手不動産会社への懸念が一服し、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で市場
の織り込みを上回る利上げ見通しが出されたことなどを受けて上昇しました。その後は、南アフリカの
新型コロナウイルスの新たな変異株への警戒感から下落しました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
　今後も、グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）とダイワ・マ
ネーアセット・マザーファンドに投資します。また、グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファ
ンド（ヘッジなし・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。
■グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）
　企業の成長戦略として積極的にＭ＆Ａ（合併・買収）を活用する企業は、変化する社会経済情勢に素
早く適応し、成長力を高めることができると考えます。卓越した目利き力でＭ＆Ａを成功に導く「Ｍ＆
Ａ巧者」を厳選しつつ、バリュエーションにも注意を払った運用を継続し、長期的に優れたリターン獲
得を追求します。
■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。
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ポートフォリオについて (2021.６.２～2021.12.１)

■当ファンド
　当ファンドは、グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）とダイ
ワ・マネーアセット・マザーファンドに投資するファンド・オブ・ファンズです。グローバル・キャピ
タル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）への投資割合は、信託財産の純資産総額の
95％程度以上とすることをめざしました。
■グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）
　有望企業を発掘する「インキュベーター」、優良事業を有利な条件で取り込む「コングロマリット」、
事業統合で成長を加速させる「オペレーター」といった３タイプの「Ｍ＆Ａ買収側企業」に注目し、卓
越した目利き力でＭ＆Ａ（合併・買収）を成功に導く「Ｍ＆Ａ巧者」を厳選しました。銘柄別では、ト
ランスダイム・グループ（資本財・サービス）、ＩＡＣインタラクティブ（コミュニケーション・サー
ビス）、アンフェノール（情報技術）などを組み入れました。
■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
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（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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今後の運用方針
■当ファンド
　今後も、グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）とダイワ・マ
ネーアセット・マザーファンドに投資します。また、グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファ
ンド（ヘッジなし・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。
■グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）
　企業の成長戦略として積極的にＭ＆Ａ（合併・買収）を活用する企業は、変化する社会経済情勢に素
早く適応し、成長力を高めることができると考えます。卓越した目利き力でＭ＆Ａを成功に導く「Ｍ＆
Ａ巧者」を厳選しつつ、バリュエーションにも注意を払った運用を継続し、長期的に優れたリターン獲
得を追求します。
■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2021年６月２日
～2021年12月１日

当期分配金（税込み） （円） 450

対基準価額比率 （％） 4.11
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） 450

翌期繰越分配対象額 （円） 502
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0.00円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00
(ｃ) 収益調整金 373.40
(ｄ) 分配準備積立金 578.85
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 952.25
(ｆ) 分配金 450.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 502.25
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

分配金について

　当作成期の１万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（１万口当り）」の「当期分配金（税
込み）」欄をご参照ください。
　収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
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１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2021.６.２～2021.12.１） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 64円 0.565％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は11,251円です。

（投 信 会 社） （19） （0.165）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （43） （0.386）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （2） （0.014） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0.004 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0.004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 64 0.569
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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■経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した経費率（年率）は1.78％です。

経費率（①＋②） 1.78％
①このファンドの費用の比率 1.13％
②投資先ファンドの運用管理費用 0.65％

（注１）①の費用は、１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資先ファンドとは、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
（注８）投資ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。

経費率
（投資先ファンドの
運用管理費用以外の
費用を除く）
1.78％ このファンド

1.13％

投資先ファンド
0.65％

運用管理費用
（投信会社）
0.33％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.65％

参考情報
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■投資信託財産の構成
2021年12月１日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

投資信託受益証券 10,329,308 91.1
ダイワ・マネーアセット・マザーファンド 999 0.0
コール・ローン等、その他 1,008,010 8.9
投資信託財産総額 11,338,318 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
　投資信託受益証券

（2021年６月２日から2021年12月１日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 口 数 金 額 平均単価 銘 柄 口 数 金 額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
INCOME INVESTMENT TRUST  GLOBAL  CAP ITAL 
ALLOCATORS FUND JPY UNHEDGED CLASS（ケイマン諸島） 129.78746 1,564,000 12,050

INCOME INVESTMENT TRUST  GLOBAL  CAP ITAL 
ALLOCATORS FUND JPY UNHEDGED CLASS（ケイマン諸島） 302.48066 3,676,000 12,152

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファン
ドの明細

フ ァ ン ド 名
当 期 末

口 数 評 価 額 比 率
外国投資信託受益証券 千口 千円 ％
（ケイマン諸島）
INCOME INVESTMENT TRUST 
GLOBAL CAPITAL ALLOCATORS 
FUND JPY UNHEDGED CLASS

868.66606 10,329,308 95.7

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・マネーアセット・マザーファンド 1,001 1,001 999
（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
　投資信託受益証券

（2021年６月２日から2021年12月１日まで）
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

外国（邦貨建） 129.78746 1,564,000 302.48066 3,676,000
（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。
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世界Ｍ＆Ａ戦略株ファンド

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 383,796,258
(ｄ) 分配準備積立金 594,972,606
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 978,768,864
(ｆ) 分配金 462,528,419
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 516,240,445
(ｈ) 受益権総口数 10,278,409,315口

■損益の状況
当期　自2021年６月２日　至2021年12月１日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △     61,334円

受取利息 11,864
支払利息 △     73,198

(Ｂ) 有価証券売買損益 △ 32,758,680
売買益 74,840,031
売買損 △107,598,711

(Ｃ) 信託報酬等 △ 73,940,958
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △106,760,972
(Ｅ) 前期繰越損益金 594,929,723
(Ｆ) 追加信託差損益金 490,495,896

(配当等相当額) (　127,272,177)
(売買損益相当額) (　363,223,719)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 978,664,647
(Ｈ) 収益分配金 △462,528,419

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 516,136,228
追加信託差損益金 490,495,896
(配当等相当額) (　127,272,177)
(売買損益相当額) (　363,223,719)
分配準備積立金 132,444,187
繰越損益金 △106,803,855

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 分 配 金 450円

●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配
金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年12月１日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 11,338,318,136円

コール・ローン等 1,008,010,418
投資信託受益証券(評価額) 10,329,308,119
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド(評価額) 999,599

(Ｂ) 負債 543,772,593
未払収益分配金 462,528,419
未払解約金 7,303,216
未払信託報酬 73,403,946
その他未払費用 537,012

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,794,545,543
元本 10,278,409,315
次期繰越損益金 516,136,228

(Ｄ) 受益権総口数 10,278,409,315口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,502円

＊期首における元本額は11,502,800,178円、当作成期間中における追加設定元本
額は2,320,546,857円、同解約元本額は3,544,937,720円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,502円です。
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グローバル・キャピタル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）

　当ファンド（世界Ｍ＆Ａ戦略株ファンド）の主要投資対象であるケイマン籍の外国投資信託「グローバル・キャピ
タル・アロケーターズ・ファンド（ヘッジなし・クラス）」は、2021年12月１日現在、第１期決算を迎えておりま
せん。
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

 <補足情報>
　当ファンド（世界Ｍ＆Ａ戦略株ファンド）が投資対象としている「ダイワ・マネーアセット・マザーファンド」の
決算日（2020年12月９日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2021年12月
１日）現在におけるダイワ・マネーアセット・マザーファンドの組入資産の内容等を掲載いたしました。

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの主要な売買銘柄

　2021年６月２日～2021年12月１日における主要な売買銘柄はありません。

■組入資産明細表

　2021年12月１日現在、有価証券等の組み入れはありません。
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

運用報告書　第９期（決算日　2020年12月９日）

（作成対象期間　2019年12月10日～2020年12月９日）

ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2019年12月９日 9,992 － －
12月末 9,992 0.0 －

2020年１月末 9,991 △0.0 －
２月末 9,991 △0.0 －
３月末 9,990 △0.0 －
４月末 9,991 △0.0 －
５月末 9,990 △0.0 －
６月末 9,989 △0.0 －
７月末 9,989 △0.0 －
８月末 9,988 △0.0 －
９月末 9,988 △0.0 －
10月末 9,987 △0.1 －
11月末 9,987 △0.1 －

(期末)2020年12月９日 9,987 △0.1 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

9,986

9,988

9,990

9,992

9,994

期　首
（2019.12.９）

期　末
（2020.12.９）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：9,992円　期末：9,987円　騰落率：△0.1％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 0
（その他） （0）

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■投資信託財産の構成
2020年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 562,983 100.0
投資信託財産総額 562,983 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2020年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 562,983,783円

コール・ローン等 562,983,783
(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 562,983,783

元本 563,730,093
次期繰越損益金 △    746,310

(Ｄ) 受益権総口数 563,730,093口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,987円

＊期首における元本額は7,329,994,437円、当作成期間中における追加設定元本
額は128,103,486円、同解約元本額は6,894,367,830円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
債券コア戦略ファンド（為替ヘッジあり）999円、ダイワ債券コア戦略ファンド
（為替ヘッジなし）999円、通貨選択型ダイワ米国株主還元株αクワトロプレミ
アム（毎月分配型）219,583円、通貨選択型ダイワ米国株主還元株αクワトロプ
レミアム（年２回決算型）24,953円、ダイワ米国株主還元株ツインαプレミア
ム（毎月分配型）848,389円、ダイワ米国株主還元株ツインαプレミアム（年２
回決算型）66,873円、ダイワ米国株主還元株ファンド36,730,213円、ダイワ
ＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）6,592,748円、ダイワＤＢモメ
ンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）10,288,683円、ダイワ／バリュー・
パートナーズ・チャイナ・イノベーター・ファンド10,000円、ダイワ／ＮＢ・
米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（年１回決算型）4,995円、ダイワ／Ｎ
Ｂ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（年１回決算型）4,995円、ダイ
ワ・ブラジル・レアル債α（毎月分配型）－スーパー・ハイインカム－　α50
コース49,911円、ダイワ・ブラジル・レアル債α（毎月分配型）－スーパー・
ハイインカム－　α100コース49,911円、ダイワ・オーストラリア高配当株
ファンド・マネー・ポートフォリオ15,828,234円、ダイワ円債セレクト　マ
ネーコース490,006,140円、ダイワ・スイス高配当株ツインα（毎月分配型）
2,996,106円、ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（毎月分
配型）1,235円、ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（毎月
分配型）1,598円、通貨選択型　ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　日本円
コース（毎月分配型）1,544円、通貨選択型　ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファ
ンド　通貨セレクトコース（毎月分配型）1,984円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,987円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は746,310円です。

■損益の状況
当期　自2019年12月10日　至2020年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △1,615,475円

受取利息 7,741
支払利息 △1,623,216

(Ｂ) その他費用 △   23,537
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △1,639,012
(Ｄ) 前期繰越損益金 △5,937,566
(Ｅ) 解約差損益金 6,947,603
(Ｆ) 追加信託差損益金 △  117,335
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  746,310

次期繰越損益金(Ｇ) △  746,310
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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